
転用石の多い明智。
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大和郡山城

薬師寺

唐招提寺

重要人物

羽柴秀長

築城

筒井順慶？

増田長盛
改修

１１６２年か１５８０年？

現存する遺構

石垣

堀

土塁

※建造物は再建

郡山衆？ 記録があるが怪しい

改修という説も

明智光秀、藤堂高虎らも改修に関わる

とにかく転用石が多い

見どころは「羅城門」のをもってきたとする石垣

地蔵をさかさにした「さかさ地蔵」も有名

水野勝成

柳沢吉里 完全な幕府方、長く柳沢家・・・

なぜ金魚のまち？

1724年　柳沢吉里が藩主として入ったとき、金魚を持ち込んだ

郡山は農業用のため池が多い 金魚の養殖に適していた

幕末には、藩士の副業で金魚の養殖も・・・

城下町の見どころ
張り巡らされた水堀の遺構

現役の用水路も多い。

大和郡山の名産品

いちじく

金魚

大和丸なす

筒井れんこん

御城之口餅

源九郎餅 日本三大稲荷　源九郎稲荷由来

秀吉が郡山城に来た際、献上された一口サイズの餅

奈良県内では出荷量の半数以上がこの地域

日光菩薩、月光菩薩の迫力

東院堂　聖観音

金堂　薬師如来

小野十三郎先生の碑

東塔のあの変化の多い姿、東院堂の聖観音のあの堂々とした姿、特に金堂の薬師
如来のあの渾然とした、なんとも形容のしようのない姿に対しては、わたくしは
実際に驚嘆の念を抱くことができたのである。それには、折柄の西日が、あの薬
師如来の黒い銅の肌に、きわめて適当な照明を与えていたということも、あず
かって力があったであろう。それは法隆寺から歩いて来たという偶然が作り出し
た効果なのであった。　和辻哲郎　昭和30年頃

もう夕暮れになったので急いで唐招提寺に回り、急いで金堂や講堂の中を見せて
もらったが、なんといってもここの見ものは建築であるから、夕方の光でも不自
由なく、心行くばかりあの堂々とした姿を味わうことができた。
　がそれだけでわたくしたちは引き上げたわけではない。唐招提寺を西の方へぬ
けると、今電車線路のあるあたりを通って、すぐ垂仁陵のそばに出る。その垂仁
陵が実に美しい姿をしていることに、わたくしは虚を突かれたような驚きを感じ
た。それは予定の内にはいっていなかったのである。それに反して、そこから北
へまた十町ほど歩いて、西大寺の中へはいって見た時には、案外に何もないのに
失望した。　和辻哲郎　昭和30年頃

建築がポイント

講堂

近くの垂仁陵は徒歩20分程度・・・
桜の時期に行くのがおすすめ

柑橘を日本に持ち込んだ人　陪塚あり

井上靖「天平の甍」 鑑真来日の話、叡尊の奮闘に6回目の渡航など・・・

鼓楼

鴟尾

本は平城宮の東朝集殿

移築し改造されている

平城宮の遺構で唯一現存しているもの

井上靖氏の小説でも鍵に

名前からして太鼓でもありそうだが、そうではない

仏舎利　ほとけの遺骨を収めるための建物

鑑真和上の建立

唐の僧。叡尊らの説得もあって来日

叡尊は結局日本に帰ってこれなかった

5回渡航に失敗 6度目に成功するも、失明している

日本に「律法」戒律をもたらす

現在、鑑真和上像は大阪市立美術館　国宝展　に…

周辺飲食店
西ノ京珈琲　サンドイッチ、ケーキが美味しい

パン屋さん　イートイン可能　お手頃価格　ハード系パンが得意

薬師寺ー唐招提寺の間に和食屋さん（お土産も買える）手頃価格
周辺飲食店

薬師寺周辺よりも少ないのでお茶するなら薬師寺近くがいい

和辻哲郎も絶賛

現在は、大阪市立美術館　国宝展に貸出中

東塔

西塔

古くからある　近年修復完了したところ

再建されている、色は創建当時をイメージ

屋根の上の水煙、現在国宝展に貸出中


